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けいかくの　ねらい

けいかくの　いちづけ

けいかくのきかん

けいかくの　はいけいと　しずおかけんの　めざすこと

■在留外国人数の推移

※ 2011年までの「中国」は台湾を含んだ数、2015年以降の「韓国・朝鮮」は韓国のみの数

法務省「在留外国人統計」各年12月末現在

■国籍別内訳

ブラジル 26%

フィリピン 
17%

ベトナム 
16%中国 8%

インドネシア 
6%

ネパール 5%

ペルー 4%

ミャンマー 4%

韓国 3%

その他
11%

■在留資格別内訳

永住者 
34%

定住者 
17%

日本人の配偶者等 4%

技能実習 
14%

技術・人文
知識・国際

業務 8%

特定技能 
7%

留学 4%

家族滞在 5%
その他 5%

特別永住者 
2%
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法務省「在留外国人統計」2024年12月末現在

124,281
人

124,281
人

この計画は、静岡県の もっとも うえの 計画である「静岡県総合計画
けいかく しずおかけん けいかく しずおかけんそうごうけいかく

–（2025 2028 」のうち 多文化共 生に 関係する 部分の くわしいものです。）
た ぶ ん か きょうせい かんけい ぶ ぶ ん

この 計 画は、 静 岡 県にすむ 外 国 人も 日本人も、誰 もが 安 心 してくらし、
けいかく しずおかけん がいこくじん にほんじん だれ あんしん

活 躍できる 多文化 共 生 社 会をつくることを めざす計 画です。
かつやく た ぶ ん か きょうせいしゃかい けいかく

2026年度から 2028年度（3 年 間）
ねんど ねんど ねんかん

静 岡 県 には 2024年 末で 124,281人 の 外 国 人 が くらしています。
しずおかけん ねんまつ にん がいこくじん

外国人県民の状況（ 年末時点）■ 2024
がいこくじんけんみん じょうきょう ねんまつじ て ん

主に 西部地域に
おもに せいぶちいき

ブラジルなどの 南 米 出 身 の
なんべいしゅっしん

外 国 人が 多く くらしています。
がいこくじん おお

最 近 は ベトナムや ネパールなど
さいきん

からの 外 国 人が ふえています。
がいこくじん
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身体的な安全
困りごとを解決できること

精神的な安心
理解される・選べること

ウェルビーイング
の要素

「自分が役に立っている」
と実感できること

社会的な満足

▼
強化が必要！

多文化共生基礎調査（日本人調査）

45.7%

40.0%

31.1%

2024年

2020年

2016年

年

好意度

外国人に親しみを感じる割合

多文化共生基礎調査（外国人調査）

70.1%

73.7%

64.8%

2024年

2020年

2016年

年

好意度

日本人に親しみを感じる割合

55.3%

52.0%

2024年

2020年

年

認知度

やさしい日本語を知っている割合

※2016年は未調査

47.6%

8.8%

13.4%

4.3%

25.2%

0.7％
永住するつもり

10年以上

3～10年

3年未満

わからない

無回答

日本への
滞在予定

（2024年）

＋14.6pt

＋3.3pt

県のこれまでの取組■
けん とりくみ

静 岡 県は 2011年 に はじめて「静 岡 県多文化 共 生 基本計 画 」をつくりました。第 3期
しずおかけん ねん しずおかけんた ぶ ん か きょうせいきほんけいかく だい き

（2022-2025年度）では、やさしい日本語や 地域日本語 教 育 などに とりくみました。
ねんど に ほ ん ご ちいきに ほ ん ご きょういく

第4期の 計 画をつくるため、 第3期の 取 組 が どうだったかを ウェルビーイングの かんがえ
だい き けいかく だい き とりくみ

かたも とりいれて 評 価しました。
ひょうか

 ※ウェルビーイング：からだも こころも しゃかいてきにも よいと おもえること。ウェルビーイングを たかめていくことが

たいせつです。

＜アンケート調 査の 結果＞
ちょうさ けっか

日本人の 外 国 人へのきもちは 2016 年から 2024 年で 14.6 ポイント よくなっています。
にほんじん がいこくじん ねん ねん

しかし、外 国 人の 日本人への きもちと くらべると 日本人の 外 国 人 にたいする よいきも
がいこくじん にほんじん にほんじん がいこくじん

ちは ひくいです。また、日本に ずっとすみたい 外 国 人が たくさん います。
にほん がいこくじん

＜ウェルビーイングの かんがえかた＞

これまでの 取 組では、「からだ」と「こころ」が よい 状 態 に なることを めざして
とりくみ じょうたい

きました。第 4期では、これに 加えて 「社 会の やくにたっている」とおもえるような
だい き くわ しゃかい

環 境 づくりを していきます。
かんきょう
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■国籍別外国人労働者数内訳

ブラジル 23%

ベトナム 19%

フィリピン 
18%

インドネシア 
8%

中国 7%

ネパール 6%

ミャン
マー 5%

その他 14%

  静岡労働局「静岡県の『外国人雇用状況の届出状況』｣
2024年10月末現在

81,560
人
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■県内の外国人労働者数の推移

厚生労働省「外国人雇用状況の届出状況」（2024年10月末現在）

81,560
2024年

静岡県の めざす 方向■
しずおかけん ほうこう

静 岡 県 の 経 済と 地域のちからを、こどもたちへ つないでいくためには、
しずおかけん けいざい ちいき

外 国 人 の ちからが ひつようです。 県 内には、すでに 12 万 人を こえる
がいこくじん けんない にん

外 国 人 の ひとたちが くらし、そのうち 8 万 人 以 上 が はたらいています。
がいこくじん にんいじょう

外 国 人 は 静 岡 県 にとって なくてはならない ひとたちです。
がいこくじん しずおかけん

外 国 人 が ふえたため 不安や 不公平だと かんじる 人が ふえています。
がいこくじん ふあん ふ こ う へ い ひと

SNS などで 外 国 人に関する まちがった 情 報 も ひろまっています。
がいこくじん かん じょうほう

外 国 人 と 日本人が いっしょにくらすためには、ルールを きちんと 守ることが
がいこくじん にほんじん まも

とてもだいじです。ルールや きまりを まもらない場合は きちんと 対 応します。
ばあい たいおう

静 岡 県 は外 国 人を 差別したり 排 除することには つよく 反 対し、ルールをま
しずおかけん がいこくじん さべつ はいじょ はんたい

もりながら ともにくらす 社会をつくることを めざします。
しゃかい

また 外 国 人が 日本の 制度や マナー、ルールを 理解できるように そうだんや
がいこくじん にほん せいど りかい

情 報 提 供 を すすめます。
じょうほうていきょう

静 岡 県 は 外 国 人 と 日本人が いっしょに あたらしいものを つくりだす
しずおかけん がいこくじん にほんじん

の かんがえかたを だいじにして、多文化 共 生 の 取 組を「インターカルチュラル」
た ぶ ん か きょうせい とりくみ

すすめます。

外 国 人 県 民は、
がいこくじんけんみん

です。

ちがいを ちからに 変えて、だれもが 安 心して くらせる 社 会 を めざして い
か あんしん しゃかい

きます。

「いっしょに まちをつくる パートナー」
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■めざす すがた

計画では、あたらしく「インターカルチュラル」という かんがえかたを だいじにします。
けいかく

日本一の 多文化共 生県
にほんいち た ぶ ん かきょうせいけん

■やること

インターカルチュラル

「外国人は、いっしょに まちを つくる パートナ
がいこくじん

ー」として、外 国人の ちからを 県全体の ちから
がいこくじん けんぜんたい

や 成 長 に つなげるという あたらしい かんがえか
せいちょう

たのこと。

◎インターカルチュラルの かんがえかたを ひろめます

◎外 国人と 日本人の 理解と 交 流を すすめます
がいこくじん にほんじん りかい こうりゅう

柱２：外国人県民の活躍支援
はしら がいこくじんけんみん かつやくしえん

◎未来のための 日本語教 育 を すすめます
み ら い にほんごきょういく

◎まちや 職 場での 外 国人の かつやくを 支援します
しょくば がいこくじん しえん

◎外国ルーツの こどもの かつやくを 支援します
がいこく しえん

柱３：安心で快適な暮らしの充実
はしら あんしん かいてき く じゅうじつ

◎ライフステージに 応じた 相談や 情 報 提 供を すすめます
おう そうだん じょうほうていきょう

◎防 災や 防犯 対策を すすめます
ぼうさい ぼうはんたいさく

◎正 確で わかりやすい 情 報を 発信します
せいかく じょうほう はっしん

「インターカルチュラル」をイメージした
静岡県多文化共生シンボルマーク

柱１：多文化共 生県実現に向けた機運醸 成
はしら た ぶ ん かきょうせいけんじつげん む き うんじょうせい

けいかくの　ないよう
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やること■

大 項 目
だいこうもく

中 項 目
ち ゅう こ うも く

小 項 目
しょ う こう も く

多文化 共 生柱 １：
はしら たぶんかきょうせい

県 の 実 現 に向けた機運
けん じつげん む きうん

醸 成
じょうせい

〇インターカルチュラルの

理念の普及
り ね ん ふきゅう

・多文化 共 生 月 間 を通じた 取 組 の
たぶんかきょうせいげっかん つう とりくみ

促 進
そくしん

・ICC加盟による多文化 共 生 施策の
かめい たぶんか きょうせいせさく

向 上
こうじょう

〇外国人県民と日本人県民
がいこくじんけんみん に ほ ん じ んけんみん

の

相互理解と交 流の促進
そ う ご り か い こうりゅう そくしん

・やさしい日本語の 普 及
にほんご ふきゅう

・多文化 共 生 講座 等 の実施
たぶんかきょうせいこうざとう じっし

・地域日本語 教 室 を通 じた多文化
ちいきにほんごきょうしつ つ う たぶんか

共 生 の場づくり
きょうせい ば

外 国 人 県 民柱 ２：
はしら がいこくじんけんみん

の 活 躍 支援
かつやくしえん

〇未来を拓く日本語教 育の
み ら い ひら に ほ ん ご きょういく

推進
すいしん

・地域日本語 教 育 の 推 進
ちいきにほんごきょういく すいしん

・ 外 国 ルーツのこどもの日本語指導
がいこく にほんごしどう

・被 用者や 留 学 生 の日本語 教 育
ひ よう し ゃ り ゅう がく せ い にほんごきょういく

支援
しえん

〇地域や職場での外国人の
ち い き しょくば がいこくじん

活躍支援
かつやく し え ん

・地域で 活 躍 する 外 国 人 の取組の 展 開
ちいき かつやく がいこくじん とりくみ てんかい

・ 職 場 での 活 躍 支援
しょくば かつやくしえん

・ 労 働 者 憲 章 の 普 及
ろうどうしゃけんしょう ふきゅう

〇外国ルーツのこどもの
がいこく

活躍支援
かつやく し え ん

・ 不 就 学 を生まない 取 組 の 促 進
ふしゅうがく う とりくみ そくしん

・ 外 国 ルーツのこどものキャリア支援
がいこく しえん

安 心 で 快 適 な柱 ３：
はしら あんしん かいてき

暮らしの 充 実
く じゅうじつ

〇ライフステージに応じた
お う

相 談 ・ 情 報 提 供 の
そうだん じょうほうていきょう

推 進
すいしん

・ 乳 幼 児 ～ 高 齢 者 のステージ 別 支援
にゅうようじ こうれいしゃ べつしえん

・多言語 相 談 体 制 の 充 実
たげんごそうだんたいせい じゅうじつ

・やさしい日本語や多言語による
にほんご たげ んご

情 報 提 供
じょうほうていきょう

〇 防 災 、 防 犯 対 策 の
ぼうさい ぼうはんたいさく

推 進
すいしん

・ 防 犯 ・ 交 通 安 全 情 報 の 発 信
ぼうはん こうつうあんぜんじょうほう はっしん

・ 災 害 時 外 国 人 支援 体 制 の整備
さいがい じ がいこくじんしえんたいせい せいび

〇 正 確 でわかりやすい
せいかく

情 報 の 発 信
じょうほう はっしん

・ 外 国 人 に関する 正 確 な 情 報 の
がいこくじん かん せいかく じょうほう

提 供
ていきょう

・日本の制度や 生 活 ルールの 周 知
にほん せいど せいかつ しゅうち
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【がいこくじん そうだんセンター「かめりあ」※による そうだん／じょうほうていきょう】

小さいこども
（～５さい）

こども
（６～１４さい）

せいねん
（１５さい～２9さい）

ちゅうねん
（３０さい～６５さい）

ろうねん
（６５さい～）

※緑枠は、相談対応や情報提供の内容の例です。相談・情報提供にあたっては市町や関係機関と協力して実施することが必要です。
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【にほんに きた とき】
  ◎せいかつに ひつような じょうほう  ◎そうだんするところ、にほんごきょうしつの あんない

【ひっこし、くにへ かえる】
  ◎ひっこしのこと、すいどう、ガスをやめる、ねんきんを やめる  ◎こどもの てんこう、くにへ かえる てつづき

【さいがい、きんきゅうのとき】
  ◎にげるばしょ  ◎にげるための じょうほう  ◎がいこくごや「やさしいにほんご」の じょうほう

【びょうきのとき、けんこう】
  ◎つうやくのいる びょういん  ◎びょういんの きまり  ◎こころの けんこう  ◎うつる びょうき、ちゅうしゃのこと

【ほうりつ、こうつうあんぜん】
  ◎けっこん、りこん  ◎DV,ぎゃくたい  ◎はんざいなどを ふせぐ  ◎ふほうたいざい、しゅうろうをふせぐ

【すむところ、せいかつ】
  ◎いえを かりる  ◎ごみを だす、まちのルール  ◎ぼうはん、こうつあんぜん  ◎まちの かつどう

【かいご、ふくし】
  ◎かいご、ふくしの じょうほう  ◎そうだんするところ

【としを とったあと】
 ◎ねんきん ◎ちいきとつながる
 ◎しんでしまったとき そうしき

【はたらく】
 ◎ほうりつ（きまり）
 ◎てあて ほけん
 ◎ぎじゅつや にほんごを まなぶ
 ◎しごとを かえる

【しんがく、しゅうしょく】
 ◎しんろの そうだん
 ◎はたらく ばしょを きめる
 ◎めんきょや しかくを とる

【がっこうへ いく】
 ◎にほんの がっこう
 ◎おかねのこと、きゅうしょく
 ◎べんきょう、にほんご
 ◎とちゅうから がっこうへ いく
 ◎よるの がっこう

【こどもをうむ、そだてる】
 ◎おやと こどもの けんこう
 ◎こそだての じょうほう
 ◎こそだての そうだん

【こうりゅう、かつやく】
  ◎こくさいこうりゅう  ◎にほんごきょうしつ  ◎ちいきの イベント  ◎ちいきと こうりゅうする、かつやくする
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だいじな　とりくみ

もくひょう

国 際 的 な まちのネットワーク（ICC）にはいります。がいこくの よい やりかたを
こくさいてき

とりいれて 多文化 共 生 のとりくみを もっと すすめます。
た ぶ ん かきょうせい

ICC加盟による多文化 共 生 施策の 向 上
か め い た ぶ ん か きょうせいせ さ く こうじょう

にほんごきょうしつの とりくみを すすめて、希望する すべての 外 国 人 が 生 活する
きぼう がいこくじん せいかつ

ための にほんごを まなべるようにします。 ともに わかりあい こうりゅうすることを

すすめます。

地域日本語教 育の推進
ち い き に ほ ん ご きょういく すいしん

希望する 外 国 人の こどもが ぜんいん がっこうに 行くことができるよう とりくみ
きぼう がいこくじん い

ます。

不就学を生まない取組の促進
ふしゅうがく う とりくみ そくしん

静 岡 県 多文化 共 生 総 合 相 談 センター「かめりあ」で がいこくごの そうだんを
しずおかけんた ぶ ん かきょうせいそうごうそうだん

します。

多言語相談体制の充 実
た げ ん ご そうだんたいせい じゅうじつ

施策の 柱
せ さ く はしら

指標名
しひょうめい 基準値

き じ ゅ ん ち

（R6 実績）

目標値
もくひょうち

（R10）

成果指標（アウ
せ い か しひょ う

トカム指標）
し ひょう —

やさしい日本語が使える
に ほ ん ご つ か

と答えた日本人の割合
こ た に ほ ん じ ん わりあい 31.4% 40%

〃 —

就 学 の働きかけの対 象
しゅ うがく は た ら たいし ょう

となる外国人のこどもの
がい こくじん

数
かず

70人
にん

35人
にん

活動指標（アウ
か つどうしひょ う

トプット指標）
しひょう

多文化柱 １：
はしら た ぶ ん か

共 生 県の実現に
きょうせい けん じつ げん

向けた機運 醸 成
む き う ん じ ょうせい

やさしい日本語・多文化
に ほ ん ご た ぶ ん か

共 生 講座に参加した
きょ うせい こ う ざ さ ん か

県民の数
けん みん かず

50人
にん 250人

にん

（R6-10）

〃
外国人柱 ２：

はしら がいこく じん

県民の活躍支援
けんみん かつやく し え ん

地域日本語教 育 空白
ち い き に ほ ん ご きょうい くくうはく

市町数
しち ょうすう 10市町

し ま ち

6市町
し ま ち

〃

安心で柱 ３：
はしら あんしん

快適な暮らしの
かいてき く

充 実
じゅうじつ

やさしい日本語による
に ほ ん ご

防災情 報 の提 供
ぼう さいじょうほ う ていき ょう 15件

けん 115件
けん

（R6-10）
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　いろいろな　そしきや　ひとが　

きょうりょくして　とりくむための

プラットフォームを　つくります。

みんなが　あんしんして　くらせるよう　とりくみます。

とりくみを　すすめる　しくみ

会社と いっしょにとりく
かいしゃ

むことにも ちからをいれ

ていきます。

市や 町と 協 力 して、
し まち きょうりょく

多文化共 生を すすめます。
た ぶ ん か きょうせい

ほかの都道府県と いっしょに、もんだいを
と ど う ふ け ん

かいけつしたり 国へ ていあんしたりします。
くに

国には、多文化 共 生 の
くに た ぶ ん かきょうせい

現場の問 題や ひつような
げんば もんだい

ことを つたえていきます。

県の行動戦 略をつくります。
けん こうどうせんりゃく

静 岡 県多文化 共 生 推 進 本部
しずおかけん た ぶ ん か きょうせいすいしんほんぶ

を つくって すすめます。

■県の しくみ
けん

くに

し・まち

ほかの けん

かいしゃ

ICC

ICC に はいって、がいこくの

よいやりかたを とりいれま
す。

静岡県
しずおかけん



静岡県多文化共生推進基本計画
2026年3月

静岡県企画部多文化共生課


